平成１８年６月＊＊日

株式会社　　　　様

日本物理学会託児室依頼書

日本物理学会託児室連絡会

１．依頼内容

日本物理学会２００６年秋季大会（千葉大学西千葉キャンパス）における託児室運営　１件

２．物理学会託児室運営に伴う一般的な注意点

　日本物理学会の託児室運営は、利用者は固定額／時を利用時間分だけシッター会社へ直接納入し、不足分を日本物理学会がシッター会社へ支払うという体制を取っている。御社から見た場合、利用者及び日本物理学会双方へ料金請求することになる（詳細は６-１０、６-１１参照）。また、実際の託児室運営においては、御社と利用者あるいは御社と日本物理学会の間がそれぞれ直接契約であり、本依頼書を作成している日本物理学会託児室連絡会は単なるアドバイザーとしての役割を担っているだけである点に注意されたい。尚、本依頼書の「６．依頼内容詳細」に記載した内容は御社と日本物理学会・日本物理学会託児室連絡会の話し合いにより実情に則して適宜改訂していくものとする。
３．日時・開催場所

　２００６年９月２３日（土）〜２６日（火）　

　千葉大学西千葉キャンパス（千葉県千葉市稲毛区弥生町1-33）
４．各種連絡先

　　開催校実行委員長：

　　　・

　　託児室連絡会世話人：
　　　・
　　　・

　　　・
　４-３．日本物理学会事務局託児室世話人：

・名前（日本物理学会事務局次長） 

　　　　　〒105-0004　 東京都港区新橋5-34-3 栄進開発ビル5F

　　　　　社団法人　日本物理学会 (The Physical Society of Japan)

Tel  03-3434-2671　　 Fax  03-3432-0997　　E-mail  chizaki@jps.or.jp
５．託児室設営場所詳細

　　会場：

千葉大学西千葉キャンパス　ケヤキ会館２階和室

　　部屋の広さ：

14畳和室（20平米）＋前室玄関（7平米）

　　部屋の入り口の施錠：
可能

　　電話の有無：

有り（内線・学内のみ）

　　床の材質：

たたみ

　　冷暖房：

冷暖房可能

　　洗面：

無し

　　女子トイレまでの距離：
約25ｍ

　　本部までの距離：
10ｍ（ケヤキ会館２階は本部と託児室のみ）

　　公衆電話：　

一階ロビーに公衆電話有り、但しテレカが必要

　　机椅子などの運び出し：
必要・可能

　　借用できる備品など：
TV、冷蔵庫、和机

　　授乳室を設営可能か：
カーテンついたてで区切ることは可能

　　外から託児室までバリアフリーか：
スロープとエレベータでアクセス可能
６．依頼内容詳細（両開催地共通）

　６-１．現場視察

開催校実行委員長又は担当者・託児室連絡会世話人（以下、世話人）と日程を調整し、託児室の安全性・快適性を確保するため事前に現場視察を行うこと。託児室として予定している部屋は畳敷きの和室であるが、必要であれば学会所有のウレタンマットを設置することも可能（現地視察時に判断する）。必要備品・養生作業に必要な物品の中で学会・開催校から借用できる物品を開催校担当者または世話人に確認し、学会・開催校が用意できない物品については世話人と相談の上、御社が調達する。

　６-２．申し込み受付方法

世話人が用意する規定の用紙を申し込みホームページにおく。受付は御社へのメールあるいはファックスによるものとする。御社は予約受付後確認書をファックスあるいはメールで利用者に送る。

　６-３．申し込みホームページ作成

物理学会託児室申し込みホームページを過去の例にならい作成する。ホームページに必要な追加情報（申込用紙、周辺病院一覧、緊急連絡先一覧等）を開催校担当者、世話人と協力して収集する。

　６-４．開室時間

８時半から18時までの間で、利用者のいる時間の最初から最後まで。

　６-５．予約

利用者は在室する実時間で予約し、それにもとづいて御社が利用料金を計算して利用者に通知する。利用料金は一般６００円／時間、PD・学生・兄弟２人目以降割引料金４００円／時間とする。割引料金の適応は利用者の自己申告に基づく。

申し込み締め切りは学会開始日の１０日前（９月１３日）とする。申し込み締め切り後学会開始８日前（９月１５日）までに御社から日本物理学会事務局（以下、事務局）に対して、利用者の氏名・生年月日・利用申し込み期間・住所・連絡先・会員番号を通知する（通知先は上記４-３事務局宛）。

申し込み締め切り後の託児申し込みは原則受入不可とする。但し事務局に確認の上、その了承が得られれば御社の判断で受け入れて良い。

　６-６．シッター配置

子供の人数に応じ、以下の基準でシッターを配置する（社団法人全国ベビーシッター協会の自主基準に準拠）。

　　０・１・２才　シッター１名あたり２名まで

　　３才以上　　　　　　　　　　　　３名まで

　　４才から学童　　　　　　　　　　５名まで

但し開室中最低でも２名のシッターを配置すること。

シッター配置においては、昼休み等の人数の減少は考慮しない。朝夕の予約のない時間は閉室とし、開室時間の15分前からシッターを配置する。子供が総て両親に引き渡されるまでシッターをおく。子供が予約通り引き取られず託児室の閉室が当初予定よりも延長した場合、その事情を事務局・世話人に報告し、延長費用は学会への請求に含める。

　６-７．託児室設営・撤去

御社は学会前日または当日開室前に託児室が安全で快適であるために各種養生を行い、必要な備品を設置する。会場設営に世話人が立ち会うかどうかは検討中。

最終日閉室後は養生などを取り払い、御社による託児室設営前の状態に現状復帰を行う。

　６-８．託児室備品

利用者の年齢構成から必要に応じて以下のような物品を準備し、リース品である場合見積りにしたがってその料金を学会に請求する。

　必ず準備する物品：１才未満１名につきベビーベッド１つ、玩具、寝具

　　必須ではないが、あった方が良い物：ビデオ、電気ポット（世話人と相談のこと）

　　学会から供給される物品：ウレタンマット、電気ポット（但しあまり清潔ではない）

　　開催校から供給される物品：授乳コーナー作成用ついたて、飲用水、紙コップ

その他、託児室に必要なものについては、適宜世話人と相談の上託児室におくものとする。

　６-９．病気等緊急時の対応

原則として開催校学会本部に報告し、事前に申告された連絡先にもとづいて保護者に連絡し、子供の引き渡しを行うものとする。但し急を要する場合は、開催校学会本部・世話人が適切な対応をする。

開催校・世話人と協力し、前もって開催校周辺の病院・診療所情報を集めておくこと。またこれとは別に開催校が準備する緊急時用連絡表を入手し、託児室に掲示しておく。

　６-１０．利用者からの料金徴収

利用前日までのキャンセル・変更は無料、利用当日のキャンセル・変更は全額支払いとして、

1） 託児室利用初日に申し込んだ利用料全額（翌日以降のキャンセル・変更などが有ればそれに応じた金額）を徴収する。（金額Ａ）

2） 利用料徴収後キャンセルが発生して返金が生じた場合は御社から利用者に返金する。キャンセル料金を学会託児室に直接取りに来ることが出来ない利用者には、御社から振り込み手数料を差し引いて振り込むものとする。（金額Ｂ）

3） 利用初日からキャンセルで現場で徴収できない場合のキャンセル料金の徴収は事務局で行うので、キャンセル料金、利用者を事務局に通知する。

御社が学会に請求する金額は、実際にかかった費用（シッター料金＋リース料金等各種経費）−Ａ＋Ｂとなる。
　６-１１．学会への料金請求

学会終了後、御社は６-１０に記載した料金を事務局に請求する。

７．その他

　本依頼書の内容または実際の運営に当たり、疑義が生じた場合には速やかに担当校の世話人連絡役（岩住）まで連絡すること。

